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附

圏

一
、
緒

胃
腫
腸
、
殊
二
其
ノ
好
接
部
位
ナ
Y
幽
門
部
癌
腫
ノ
手
術
－
一
際
ジ
根
治
的
－
一
切
除
不
可
能
ナ
Y
場
合
甚
ダ
多
ジ
。
其
ノ
理
由
多
々
ア
η
ノ
ト
雌

毛
、
十
二
指
腸
ノ
断
端
ア
充
分
確
賓
－
一
慮
置
ス

Y

コ
ト
困
難
ナ
リ
ト
思
A

Y
、
程
－
一
、
此
ノ
部
－
一
健
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ナ
Y
腸
管
ノ
充
分
ナ

Y
徐
裕
ガ
無
キ
場

合
多
キ
コ
ト
モ
亦
タ
根
治
的
切
除
術
ヲ
断
念
セ
ジ
ム

Y
主
要
ナ
Y
理
由
ノ
一
ツ
ナ
Y
ペ
ジ
。
卸
チ
、
例
ヘ
バ
、
叫
刈
判
川
川
氏
幽
門
部
切
除
第
二

手
術
式
－
一
従
ヘ
バ
、
切
除
セ
ラ

Y
Jベ
キ
胃
部
井
－
一
十
二
指
腸
起
始
部
ヲ
遊
離
シ
タ
Y
後
テ
、
峻
置
セ
ラ
山
戸
ペ
キ
十
二
指
腸
断
端
部
A

腸
全
暦
ア

結
紫
ん
V

蕊
－
一
生
ジ
タ

Y
結
節
断
端
ヲ
、
ョ

y
深
部
ノ
残
除
遊
離
腹
中
へ
箱
入
セ
シ
メ
、
更
ニ
之
ヲ
煙
草
嚢
縫
合
等
ヲ
以
ア
埋
設
セ
ザ
Y
可
カ
ラ

ズ
。
従
ッ
ア
若
シ
十
二
指
腸
断
端
部
－
一
一
於
ア
充
分
ナ
u
y

遊
離
腸
管
ノ
存
セ
ザ
山
戸
時
A

、
ヨ
シ
、
腸
断
端
金
屠
ノ
結
紫
可
能
ナ
η
ノ
ト
ス

Y

毛
更
－
一

言

第
凶
血
管
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原
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片
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〈
第
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穴
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第
四
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原

著
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片

岡

二
七
二

（
第
首
削
減

六
回
〉

之
レ
ヲ
腸
中
へ
箱
入
理
波
ス
U
Y

ニ
必
要
ナ
u
y

ダ
ケ
ノ
残
除
腸
管
無
ク
、
震
－
一
日
間
端
ノ
閉
鎖
不
完
全
ナ
Y
事
ア

9
0
（或
A

例
へ
バ
十
二
指
腸
ノ

断
端
ヲ
閉
鎖
ス
U
F

コ
ト
ナ
ク
ジ
ア
直
チ
ニ
其
偉
胃
ト
吻
合
セ
シ
ム
w
y

ノ
手
術
式
ヲ
採
用
ス
w
y

モ
ノ
ト
潟
ス
モ
、
十
二
指
腸
ノ
断
端
A

少
グ
ト
毛

玉
仙
迷
以
上
ノ
遊
離
ァ
必
要
ト
ス
U
Y

モ
ノ
ナ

y
）。

故
ユ
暁
置
セ－フ
w
y

ペ
キ
十
二
指
腸
断
端
ノ
遊
離
部
ガ
短
少
ナ
w
y

場
合
ト
雄
モ
、
操
作
簡
軍
－
一
シ
ア
、
シ
カ
モ
確
貫
安
全
ナ
W
F

術
式
、
即
チ
胃

幽
門
部
初
除
ニ
於
ケ
wF

十
二
指
腸
切
断
閉
鎖
法
ヲ
得
タ
ラ
ン
ニ
A

、
一
面
－
二
、
胃
癌
ヲ
根
治
的
－
一
切
除
シ
得
Y
ノ
範
園
稀
々
大
ト
ナ

Y
ペ
ク
、

他
面
－
一
A

、
手
術
操
作
ノ
上
－
二
層
ノ
確
質
性
ヲ
加
プ

ペ
キ
ナ

y
。
是
レ
本
質
験
ヲ
企
－
プ
タ
Y
所
以
ナ

y
。
以
下
之
ヲ
記
述
ス

Y
所
ア
ラ
ン

ト
ス
υ

こ

、

賓

験

方

法

賢
験
動
物
－
二
総
－
プ
成
熟
セ
w
y

牡
犬
ヲ
使
用
セ

y
o
郎
チ
手
術
常
日
絶
食
セ
ジ
メ
午
後
－
一
至
9
之
レ
ヲ
仰
臥
位
－
一
固
定
V

正
中
線
－
一
於
－
プ

開
腹
ス
。

第
一
、
先
グ
切
除
セ
ン
ト
ス

Y
胃
井
ニ
十
二
指
腸
部
ヲ
遊
離
ス

Y
A局
ニ
二
重
結
鼓
ヲ
以
ア
大
小
南
網
膜
及
ピ
十
二
指
腸
腸
間
膜
ヲ
血
管
ト

共
ニ
－
切
断
シ
全
ク
之
ァ
遊
離
移
動
性
ト
潟
ス
。

第
二
、
遊
離
ジ
タ
Y
十
二
指
腸
ニ
於
－
ア
葉
ノ
切
断
セ
ン
ト
ス

Y
部
分
（
第
一
固
線
D
l
U
）
ヨ
ソ
約
一
・

O
乃
至
・
一
五
仙
迷
ホ

γ
旺
門
端
－
一

於
－
ア
、
腸
壁
ノ
粘
膜
下
組
織
ト
筋
層
ト
ノ
閑
ニ
絹
糸
叉
A

腸
線
ア
環
朕
一
一
遁
ジ
再
ピ
同
一
部
分
－
一
糸
端
ヲ
出
シ
、
蕊
－
一
一
一
吋
ノ
ノ
糸
端
ヲ
把

持
シ
置
ク
コ
ト
第
一
圃
A
及
ピ
B
－
一
示
シ
タ
Y
ガ
如
ク
ス
。
（
此
ノ
際
粘
膜
下
組
織
中
へ
麻
酔
液
ヲ
注
入
ス

Y
時
A

夏
二
操
作
容
易
ナ
Y

ペ
キ
ナ
リ
）
且
ッ
操
作
ノ
必
要
上
糸
A

其
ノ
経
過
中
一
一
於
－
プ
一
旦
筋
暦
ヲ
通
ジ
ア
外
部
へ
抜
キ
出
サ
Y
ペ
ク
、
従
ツ
ア
第
一
闘
A
－
B
－一

明
示
シ
タ
Y
ガ
如
ク
ナ
w
y
J
ベ
シ
。

第
三
、
前
記
ノ
如
ク
糸
ヲ
環
朕

一一
通
ジ
タ
Y
部
ヨ
時
ノ
口
膝
端
－
一
向
ツ
ア
約
一
・

O
乃
至
一
・
玉
仙
迷
ノ
部
（
第
一
国
A
ノ
D
U
）
品
於
ア
紫
液

膜
井
－
一
筋
屠
ノ
一
部
（
外
縦
走
筋
〉
ヲ
環
妹
二
切
9
紅
門
端
ノ
方
向
へ
外
方

－一
剥
離
翻
轄
ス
M
Y

ヨ
ト
第
二
園
二
小
セ
u
y
d
N

如
ク
ス
。
（
腸



筋
屠
A

内
、
輪
朕
居
。
外
、
縦
走
屠
ヨ

p
成
レ
U
Y

ガ
故
ニ
之
ノ
操
作
A

容
易
ナ

9
）。

＼
第
四
、
今
、
外
周
ノ
剥
離
セ
ラ
レ
タ
Y
残
存
部
分
、
郎
チ
管
朕
－
一
遺
残
セ

Y
筋
暦
ノ
一
部
（
内
輪
朕
層
）
ト
粘
膜
ト
ヨ

9
成

v
y
十
三
指
腸
ノ

中
央
部
（
第
三
園
A
l
B
ノ
部
）
ヲ
釦
子
ヲ
以
ア
軽
ク
座
窄
ジ
、
口
腔
端
A

之
ヲ
止
血
錦
子
ヲ
以
ア
把
持
シ
タ
Y
後
チ
、
金
グ
腸
管
ヲ
横
断

ジ
葉
ノ
虹
門
端
A

結
染
ス
U
Y

コ
ト
ナ
ク
シ
ア
有
鈎
鋪
子
ヲ
以
－
プ
腸
管
腔
内
へ
箱
入
セ
ジ
ム

Y
ト
岡
崎
－
一
第
二
操
作
－
一
一
於
ア
通
ジ
情
キ
b
y

y
環
扶
ノ
絹
糸
叉
A

腸
線
（
第
一
間
、
第
二
闘
及
ピ
第
三
闘
ノ

F
）
ア
絞
据
シ
結
節
シ
第
四
国
－
一
一
一
小
シ
タ
Y
ガ
如
ク
ナ
ラ
シ
ム
。

第
五
、
斯
ク
ジ
ア
生
ジ
タ
M
Y

埋
設
端
（
第
四
闘
出
）
ヲ
第
三
操
作
－
一
ヨ

y
外
方
－
一
概
特
シ
置
キ
タ
Y
衆
液
膜
筋
唐
（
第
二
圃
及
ピ
第
四
圏
内

山
）
ア
以
－
プ
更
ニ
上
部
ヨ
ソ
完
全
－
一
之
ヲ
蓋
ヒ
、
レ
ム
ペ

Y

ト
氏
竣
液
膜
筋
暦
縫
合
ヲ
以
－
プ
閉
鎖
ス

Y

コ
ト
第
五
圃
A
ノ
如
ク
ナ
ラ
ジ
ム
。

或
A

更
－
一
簡
軍
－
一
之
ヲ
蓮
究
縫
合
叉
A

結
紫
ジ
ア
第
五
闘
B
ノ
如
ク
ナ
ラ
シ
ム

Y

モ
亦
可
ナ

9
0

究
デ
幽
門
部
ヨ
リ
胃
健
－
一
互
U
F

部
分
A

欲
ス
U
F

範
囲
ニ
於
ア
之
ァ
切
除
ジ
、
ピ

y
p
l
ト
氏
第
二
術
式
－
一
ヨ

y
断
端
ノ
閉
鎖
ヲ
行
ヒ
夏
－
一

胃
腸
吻
合
術
ヲ
施
ス
。

余
等
ノ
賀
験
－
一
於
－
7

A

切
除
片
A

幽
門
部
ヨ

y
十
二
指
腸
ヲ
約
二
乃
至
三
仙
迷
、
同
A

約
六
乃
至
八
仙
迷
ヲ
切
除
ス

Y

ヲ
常
ト
セ
リ
ノ
。
而
シ

ア
毎
常
結
腸
前
胃
前
壁
胃
腸
吻
合
術
－
一
粂
ヌ
M
Y

ユ
プ
－
ブ
タ
ン
氏
補
助
吻
合
ア
行
ヘ
リ
ノ
。

試
験
動
物
A

手
術
営
日
絶
食
セ
シ
メ
、
mmI
日
ヨ

9
二
日
間
A

流
動
食
ヲ
、
以
後
普
通
食
餌
ヲ
鱗
取
セ
シ
メ
タ

p
。

賞
験
動
物
A

全
部
－
一
－
プ
牡
犬
四
十
頭
－
一
ジ
ア
其
中
五
一頭
A

剖
検
前
－
一
死
セ

y
。
郎
チ
二
頭
A

術
後
二
日
ニ
シ
ア
汎
畿
性
化
膿
性
腹
膜
炎
ヲ

起
ジ
二
頭
三
二
日
後
胃
切
断
端
ノ
内
出
血
、
一
頭
A

六
日
後
念
性
胃
僚
張
、
又
一
頭
A

十
五
日
ノ
後
チ
勝
重
田盤
症
ヲ
以
ア
舞
レ
タ
リ
。
料
シ

化
膿
性
腹
膜
炎
ア
以
ア
姥
レ
タ
Y
二
頭
－
一
ア
リ
ノ
ア
モ
共
一
一
十
二
指
腸
断
端
部
－
一
A

穿
孔
叉
膿
蕩
タ
認
メ
ザ

y
キ。

残

y
ノ
三
十
五
頭
－
一
ア

f
プ
A

手
術
後
ノ
健
康
般
態
、
食
慾
、
幅
吐
、
特
ニ
替
養
朕
態
－
一
ツ
キ
ア
観
察
ジ
ッ
、
一
、
二
、
三
、
四
、
五
及
ピ
十

遡
ヲ
経
過
シ
ア
敷
頭
グ
、
空
気
栓
塞
－
一
－
プ
之
レ
ヲ
殺
ジ
、
之
等
－
一
就
キ
ア
局
所
ヲ
精
細
－
一
剖
検
セ

9
。
而
シ
ア
試
験
動
物
穂
重
ノ
開
係
A

術
前

－
一
比
シ
何
レ
ノ
犬
モ
相
営
ノ
減
退
ヲ
来
セ
η
ノ
。
是
レ
生
理
的
ノ
胃
腸
ヲ
殊
更
－
一
人
潟
的
－
一
切
除
傷
害
シ
タ
Y
ガ
故
ナ

9
0

第
四
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第
四
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原

箸

月一

岡

二
七
四

（
第
吠
就

ム
ハ
ム
ハ
）

注
目

各
例
－
一
ツ
キ
之
レ
ア
記
載
ス

Y

ノ
煩
ァ
避
ケ
総
括
的
ニ
記
述
ス
ペ
シ
。

検

配

録

肉

眼

的

所

見

第
一
週
ヨ
リ
第
十
週
三
日
一
N

－
一
従
ヒ
局
所
ノ
炎
性
定
紋
特
－
一
充
血
、
築
液
膜
下
ノ
小
出
血
、
浮
腫
等
究
第
ニ
一
泊
退
ジ
十
二
指
腸
断
端
部
－
一
於

ケ
Y
他
組
織
ト
ノ
癒
着
A

日
敷
ノ
短
カ
キ
モ
ノ
ニ
ア
リ
ア
A

比
較
的
廃
ク
シ
－
プ
粗
霧
ナ

Y
繊
維
素
性
ナ
レ
ド
モ
、
日
ヲ
経
Y

－
一
従
ヒ
強
固
ト
ナ

9
十
週
ノ
モ
ノ
－
一
ア

y
－7
A
容
易
－
一
剥
離
シ
難
キ
モ
ノ
ア

y
o
全
寮
験
動
物
ヲ
遁
ジ
ア
十
二
指
腸
断
端
部
－
二
大
網
膜
ノ
一
部
分
来
リ
糠
着

ス
Y
モ
ノ
多
ク
、
時
ト
シ
－
プ
λ

腹
壁
腹
膜
ト
癒
着
ア
管
潟
ス
U
Y

モ
ノ
ア
リ
ノ
タ
リ
、
叉
切
断
端
部
ハ
後
腹
膜
ト
癒
着
セ
ジ
モ
ノ
モ
ア
リ
タ
リ
。

某
ノ
他
胃
断
端
部
、
吻
合
部
及
ピ
各
腸
管
相
互
ノ
癒
着
井
－
一
越
化
A

本
論
文
－
一
A

無
関
係
ナ

Y
ヲ
以
ア
之
ヲ
省
略
ス
。

各
例
ァ
通
ジ
ア
切
断
端
－
一
A

穿
孔
、
壊
死
、
叉
A

化
膿
ヲ
来
セ
U
Y

モ
ノ
ヲ
訟
メ
ズ
。
十
迎
ヲ
鰹
h
p
y
’
モ
ノ
－
一
ア
リ
ノ
ア
刀
、
多
ク
A

却
ツ
ア
此

ノ
部
ノ
肥
厚
ヲ
来
シ
傾
倒
ト
ナ
リ
タ

y
o

鏡

椴

的

所

見

手
術
後
第
一
週
ニ
於
－
プ
A

箱
入
セ

Y
腸
管
及
ピ
之
レ
ニ
連
績
シ
－
プ
相
封
向
ス

Y
腸
管
時
点
－
一
モ
一
一
般
ニ
ー
炎
性
症
扶
旺
盛
ナ
リ
ノ
、
特
－
一
符
入
部
粘

膜
ニ
一
炉
、
ァ
然
9
0
郎
チ
級
毛
A

水
肺
朕
－
一
腫
大
ジ
常
態
－
一
見
Y
ガ
如
キ
誠
モ
間
睦
無
ク
殊
－
一
一
其
ノ
尖
端
－
一
炉
、
－
プ
著
ジ
ク
恰
毛
基
底
ア
内
陸
－
一

向
ケ
タ
u
y

三
角
形
ヲ
呈
ス
。
而
ジ
ア
此
ノ
表
面
ヲ
被
へ

Y
闇
柱
上
皮
モ
亦
タ
膨
大
シ
ア
一
見
杯
朕
細
胞
ト
鑑
別
シ
難
キ
ユ
歪
U
F

（
附
闘
第
六
、

第
七
）
。
此
ノ
時
期
ニ
ア

9
7
A
級
毛
唐
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
腺
層
、
腺
下
層
、
粘
膜
筋
層
、
粘
膜
下
層
及
ピ
筋
屠
ノ
各
層
ヲ
通
ジ
ア
淋
巴
井
ピ
ニ
血

液
鶴
滞
シ
所
々
ニ
出
血
及
ピ
小
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
認
ム
。

第
二
週
二
至
レ
バ
紙
毛
尖
端
ノ
国
柱
上
皮
細
胞
ノ
多
ク
A

殆
ン
ド
股
落
ジ
粘
液
苔
ヲ
以
ア
被
A

Y

。
而
ジ
ア
炎
性
症
扶
A

向
ホ
盛
ナ
リ
（
附

園
第
八
ハ
誠
毛
中
心
路
／
淋
巴
構
滞
ア
示
ス
）
。
然
レ
ド
モ
何
レ
ノ
部
分
－
一
於
ア
モ
壊
死
－
一
陥
レ
w
F

像
ヲ
認
メ
ズ
。

第
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潤
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－
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－
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膜
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－
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膜
面
ノ
接
合
部
－
一
一
於
－
ア
ハ
一
定
匡
間
繊
毛
層
ノ
快
損
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膜
接
合
部
－
一
於
－
7
A
向
ホ
誠
毛
ノ
費
生
ヲ
認
メ
ズ
、
一
般
－
一
各
期
ア
遁
ジ
ア
十
二
指
腸
断
端
ノ
強
度
ノ
退

行
盤
性
－
一
陥
入
レ
U
Y

像
ヲ
認
メ
タ

Y

コ
ト
無
カ
リ
ノ
キ
。

四

、

討

究

一
、
本
法
一
一
於
－
プ
A

切
断
端
閉
鎖
ノ
震
メ
ニ
要
ス

Y
十
二
指
腸
移
動
性
遊
離
部
A

従
来
ノ
方
法
ニ
比
シ
著
ジ
ク
短
小
ナ
Y

モ
ノ
ニ
ア
足

y
。

即
チ
従
来
ヨ
リ
ノ
行
A

Y

、
方
法
一
一
一
環
V

バ
腸
切
断
端
A

一
頓
－
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－
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a
n
n
 
w
i
r
d
 
die 
D
a
r
m
w
a
n
d
 
zirk
山

事
実
記
府
【!ti
榔】
:ic::
匿

11
・.μ
+1 
（奇襲幅霊祭

·
K
~
） 



最高
g
r
~
【
民
柳
】
k
匡

11.¥J
三
（
撚
催
瞥
4
J
O
)
 

S
e
r
o
s
a
 
u
n
d
 
die 

~iussere 
L
a
n
g
s
m
u
s
k
e
l
s
c
h
i
c
h
t
 
wer<len 
r
i
n
g
s
u
m
 
durchschnitten, 

u
m
 die 
beiden 
for 
e
t
w
a
 
I
 ,o 
c
m
 an:i.lw
ι；1rts 

z
u
 
praparieren 

u
n
d
 
n
a
c
h
 
aussen 
auszustUlpen. 

3) 
D
a
n
n
 
w
i
r
d
 
das 
L
u
m
e
n
 
zwisch
e
n
 2
 
s
c
h
m
a
l
e
n
 
K
l
e
m
m
e
n
 
getrennt 

u
n
d
 
d
e
r
 
D
叩
d
正；：nalstun

geschlossen, 
dass 
m
a
n
 
einerseits 

d
e
n
 
zweizeitiσσetrennten 

S
t
u
m
p
f
 
w
e
l
c
h
e
『
aus
M
u
k
o
s
a
 
u
n
d
 
der 
innere

『1
Iミ
i
n
g
m
u
s
k
d
-

0
 
b

’
 

schicht 
besteht, 

m
i
t
 
einer 
Pinzette 

ins 
L
u
m
e
n
 
des 
D
u
o
d
e
n
u
m
s
 
invagini
e
rt 
u
n
d
 
andererseits 

d
e
n
 F
a
d
e
n
,
 
der 
w
i
e
 
o
b
e
n
 

e
r
w
a
h
n
t
 
i
m
 I
n
n
e
r
e
n
 
der 
D
a
r
m
w
a
n
d
 zirkular 

u
m
 das 
L
u
m
e
n
 h
e
r
u
m
 s
u
b
m
日
ki
市
gefiihrt
w
o
r
d
e
n
 
war, 
lang
sa
m
 schniirt u

n
d
 

knotet, 
w
i
e
 
dies 
aus 
Fig. 
I
V
 verst:incllich 

sein 
diirfte. 

4) 
D
e
r
 auf die 
o
b
e
n
 
e
r
w
a
h
n
t
e
 
W
e
i
s
e
 entstandene 

S
t
u
m
p
f
 des 
D
u
o
d
e
n
u
m
s
 
wird 
d
a
n
n
 
d
a
d
u
r
c
h
 
versichert

，
巾
S
S
CT 
ie 

bereits 
abgeloste 

s
e
r
o
m
u
s
k
u
l
a
r
e
 
Schicht 
e
n
t
w
e
d
e
r
 
einfach 
dariiber 

u
n
t
e
r
b
u
n
d
e
n
 
(vgl. 
Fig. 
V
 
B.) 
o
d
e
r
 
mit.tels 
D
 111
／；
《白rt'

scher 
N
a
h
t
e
 
z
u
g
e
n
斗
ht
＇νi1

白－d
(Fig. 
V
.
 
B.). 

Mittels 
der 
o
b
e
n
 
e
r
w
a
h
n
t
e
n
 
M
e
t
h
o
d
e
 
h
a
b
c
n
 
wir 
a
n
 
3
 5
 H
 uncl
e
n
 m
i
t
 
g
u
t
e
m
 
Erfolg
e
 R
e
s
e
k
t
i
o
n
 
des 
Pylorusteils 

ausgefuh1 t. 
Rei 
k
e
i
n
e
m
 
einzigen 

Fall 
h
a
b
e
n
 
wir 
N
e
k
r
o
s
e
 b
z
w
.
 
Perforation 

des 
D
u
o
d
e
n
a
l
s
t
u
m
p
f
e
s
 konstatiert, 

w
孟
hre
n
d

die 
N
e
k
r
o
s
e
 
der 
M
u
k
o
s
a
 s
o
w
i
e
 
der 
i"rbrigen 
Schichten 

der 
D
a
n
m
v
a
n
d
 bei 
d
e
r
 
bisher 
ublichen 

M
e
t
h
o
d
e
,
 
bei 
w
e
l
c
h
e
r
 die 

g
a
n
z
e
 
D
a
r
m
w
a
n
d
 
ri.icksichtslos 

in 
toto 
u
n
t
e
r
b
u
n
d
e
n
 
u
n
d
 
eingesti.ilpt 

wird, 
unvermeidlich 

ist. 
A
l
s
 
Vorteile 

unserer 
M
e
t
h
o
d
e
 durfte 
s
o
m
i
t
 
folgendes 

a
n
g
e
g
e
b
e
n
 
w
e
r
d
e
n
：ーー

r) 
Mittels 
unserer 

M
e
t
h
o
d
e
 
l叩
111
die 
M
a
g
e
n
r
e
s
e
k
t
i
o
n
 
d
o
c
h
 
ausgefiihrt 

w
e
r
d
e
n
,
 
selbst 
w
e
n
n
 
der 
freie 
R
a
u
m
 d
e
s
 

D
u
o
d
e
n
u
m
s
 sehr 
k
u
r
z
 (bis 
ca. 
3
 c
m
)
 ist, 
w
a
h
r
e
n
d
 
n
a
c
h
 
der 
bisherigen 

M
e
t
h
o
d
e
 m
i
n
d
e
s
t
e
n
s
 
5
-
6
 c
m
 freien 
D
u
o
d
e
n
u
m
s
 

erforderlich 
sind. 

2) 
N
a
c
h
 
unserer 

M
e
t
h
o
d
e
 
k
o
n
n
e
n
 
die 
postoperative 

N
e
k
r
o
s
e
 
der 
M
u
k
o
s
a
,
 
inncre 
Blutung, 

Perforation 
des 

D
u
o
d
e
n
a
l
s
t
u
m
p
f
e
s
 
etc. 
aufs 
M
i
n
i
m
a
l
s
t
e
 
v
e
r
m
i
e
d
e
n
 
w
e
r
d
e
n
,
 
weil 
dabei 
die 
Blutzirkulation 

der 
D
a
r
m
w
a
r
d
 a
m
 D
u
o
d
e
n
a
l
-

s
t
u
m
p
f
 
in 
kt>iner 
W
e
i
s
e
 
ved1indert 

wird, 
w
i
e
 
dies 
aus 
d
e
r
 
B
e
s
c
h
r
e
i
b
u
n
g
 
unse1・er 
O
p
s
a
t
i
o
n
s
m
e
t
h
o
d
e
 
w
o
h
l
 
v
e
rstandlich 

sein 
dlirfte 
(Autoreferat). 


